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〔Ⅰ〕福生市公共下水道（多摩川流域下水道多摩川上流処理区関連）

事業計画を変更する理由 
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福生市公共下水道（多摩川流域下水道多摩川上流処理区関連）事業計画

を変更する理由 
 
 本市の公共下水道事業は、昭和 48 年度にＪＲ青梅線福生駅を中心とした周辺市街

地を対象に、第一期 131.0 ﾍｸﾀｰﾙの事業認可を受け、以後昭和 56 年度には横田基地を

除く全市街地 642.1 ﾍｸﾀｰﾙに事業区域を拡張した。その後、鋭意事業を進め、汚水管渠

施設については 100.0 ﾊﾟｰｾﾝﾄの整備完了をみている。 
今回の事業計画の変更理由は以下のとおりである。 

 
1）事業年度の延伸（S49.2.7～令和 12.3.31） 
2）処理分区および排水区面積の変更 
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公共下水道事業の経緯 
回 数 年 月 日 事 業 番 号 事 業 計 画 の 内 容 

初 回 昭和 49 年 2 月 6 日 48 首施調 
第 800 号の 2 

･羽村西武蔵野台第 4，福生中部，福生南部第

1 排水区の認可 
･事業認可面積 約 131ha 

第 1 回 昭和 52 年 9 月 6 日 52 都市施調 
第 366 号の 3 

･羽村第 6，福生北部，福生南部第 3 排水区の

追加認可 
事業認可面積 約 628ha 

第 2 回 昭和 57 年 3 月 29 日 56 都市施調 
第 977 号の 3 

･羽村西武蔵野台第４，福生中部排水区の変

更 
･立川第 2 排水区の追加。 
･事業認可面積 約 661ha 

第 3 回 昭和 62 年 3 月 24 日 61 都市施調 
第 1162 号 

･事業年度の延伸（S49.2.7～H6.3.31） 
 

第 4 回 昭和 62 年 9 月 17 日 62 都市施調 
第 487 号 

･福生南部第 2，昭島中部，中央排水区境及び

幹線管渠の変更 

第 5 回 平成 6 年 2 月 28 日 5 都市施調 
第 382 号 

･事業年度の延伸（S49.2.7～H13.3.31） 
 

第 6 回 平成 9 年 1 月 14 日 8 都市施調 
第 183 号 

･本町排水区の変更 
･加美平第 1～第 3 排水区の廃止 
･加美平第 4，第 5 排水区を統合し，加美排水

区を新設 
･流域下水道雨水排水区域として，多摩川第

7，第 8，第 9-1，第 9-2，第 10，第 11，第 12
排水区を新設 

第 7 回 平成 11 年 3 月 3 日 10 都市施調 
第 334 号 

･事業年度の延伸 
（S49.2.7～H18.3.31） 

第 8 回 平成 18 年 3 月 3 日 17 都市基施 
第 660 号 

･事業年度の延伸 
（S49.2.7～H23.3.31） 

第 9 回 平成 23 年 3 月 1 日 22 都市基調 
第 933 号 

･計画人口及び計画汚水量の変更 
･事業年度の延伸 
（S49.2.7～H28.3.31） 

第 10 回 平成 26 年 3 月 25 日 25 都市基調 
第 1363 号 

･都道 3・3・30 号線（産業道路延伸）と都道

3・4・2 号線の拡幅工事が一体工事となり，

本市下水道事業において一般工事が国費対

象工事に格上げするため，管渠計画（枝線）

の変更を行う。 

第 11 回 平成 28 年 3 月 14 日 27 都市基調 
第 1329 号 

･福生市，昭島市の行政界変更に伴い排水区

域及び処理区域の変更を行う。0.1ha 追加、

0.1ha 削除。 
･事業年度の延伸                                                      

（S49.2.7～H33.3.31） 

第 12 回 令和 3 年 3 月 19 日 2 都市基調 
第 1168 号 

･吐き口の追加に伴い、中央排水区を廃止

し、中央第 1 排水区と中央第 2 排水区とする。 
･事業年度の延伸 
（S49.2.7～R7.3.31） 
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回 数 年 月 日 事 業 番 号 事 業 計 画 の 内 容 

第 13 回 令和 7 年 1 月 7 日 6 下流技計 
第 315 号 

･事業年度の延伸 
（S49.2.7～R8.3.31） 

第 14 回 今回  
･行政区域面積変更に伴う計画区域面積変更 
･事業年度の延伸 
（S49.2.7～R12.3.31） 
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公 共 下 水 道 管 理 者

工 事 着 手 の 年 月 日 昭和 49 年 2 月 7 日

令和 8 年 3 月 31 日

工事完了の予定年月日 令和 12 年 3 月 31 日

福 生 市 長

〔Ⅱ〕福生市公共下水道（多摩川流域多摩川上流処理区関連）
事業計画変更書
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（第1表－1）

663.30

642.10 「区域は下水道計画一般図表示のとおり」

面　積 接 続 す る 流

処理分区の名称 （単位： 域 下 水 道 の

ﾍｸﾀｰﾙ） 接続箇所の番号 接 続 箇 所 の 位 置 幹 線 名

武蔵野台一丁目 0.027 m3/秒 BOD= 205mg/ℓ

福生北部 27.30 0.030 m3/秒 170mg/ℓ

処理分区 26.95 S S= 170mg/ℓ

160mg/ℓ

羽村西武蔵野台 66.22 加美平二丁目 0.044 〃 〃

第４処理分区 71.41 0.046 〃 〃

羽村第６ 7.47 羽村市公共下水道 0.005 〃 〃

処理分区 7.10 へ流出 0.006 〃 〃

福生中部 124.40 本町 0.105 〃 〃

処理分区 118.78 0.082 〃 〃

福生南部第１ 114.12 大字熊川字牛浜 0.082 〃 〃

処理分区 109.13 0.089 〃 〃

福生南部第２ 250.83 大字熊川字東 0.303 〃 〃

処理分区 242.30 0.241 〃 〃

（横田基地からの水量を含む）

福生南部第３ 39.76 大字熊川字南 0.023 〃 〃

処理分区 37.19 0.030 〃 〃

立川第２ 32.50 昭島市公共下水道 0.023 〃 〃

処理分区 28.53 へ流出 0.028 〃 〃

昭島中部 0.70 昭島市公共下水道 0.001 〃 〃

処理分区 0.71 へ流出 0.001 〃 〃

上段：変更前
下段：変更後

タ－10

ハ－６

計画下水量

羽
村
幹
線

流域下水道との

予 定 処 理 区 域 及 び 流 域 下 水 道 と の 接 続 箇 所 調 書 （ 分 流 式 汚 水 ）

サ－21

サ－17

タ－８

東 京 都 福 生 市

多
摩
川
上
流
幹
線

残
堀
川
幹
線

タ－12

摘 要

ハ－５

タ－９

処理区域内の地名

タ－11

流 域 下 水 道 と の

予定水質

処理区域の面積 ヘクタール
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（第1表－2）

663.30

642.10 「区域は下水道計画一般図表示のとおり」

面　積 流域下水道との接 流域下水道との接 接 続 す る 流 域 下

排水区の名称 （単位： 続箇所の番号また 続箇所の位置また 水道の幹線名また

ﾍｸﾀｰﾙ） は放流箇所の名称 は放流箇所の名称 は 放 流 先 の 名 称

32.30

29.40

27.10

27.30

2.20

2.40

7.60

7.90

85.30

87.40

329.93

314.60

34.67

33.10

32.50 昭島市公共下水道

28.30 へ流出

中央第２排水区

立川第２排水区

多摩川１－２

多摩川第９－１排水区

多摩川第９－２排水区

本町排水区

24.60

37.90 福生－３

14.00

中央第１排水区 多摩川１－１ 大字熊川字南

摘 要

加美排水区

多摩川第７排水区

多摩川第８排水区

福生－１

福生－４

福生－２

福生－６

福生－２

多摩川第１０排水区

多摩川第１１排水区

多摩川第１２排水区

35.20

武蔵野台一丁目

加美平二丁目

大字福生字奈賀

予 定 排 水 区 域 及 び 流 域 下 水 道 と の 接 続 箇 所 （ 放 流 箇 所 ） 調 書 （ 分 流 式 雨 水 ）

排水区域の面積 ヘクタール 排水区域内の地名
東 京 都 福 生 市

加美平三丁目

加美平二丁目

大字福生字奈賀

上段：変更前
下段：変更後

多摩川２

残
堀
川

南田園二丁目

多

摩

川

北田園二丁目

多

摩

川

上

流

幹

線

大字福生字河原

北田園二丁目

福生－５

多摩川３
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（第2表）
上段：変更前
下段：変更後

計画降雨調書

計画降雨

一時間当たりの降雨量
(単位 ミリメートル)

確率年

多摩川上流処理区 50 5

処理区の名称 摘　要
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（第3表）
上段：変更前
下段：変更後

主　要　な 主要な吐口の

吐口の種類 番号又は名称

分 流 式

雨水管渠

分 流 式

雨水管渠

分 流 式

雨水管渠

分 流 式

雨水管渠

―
熊川第二排水樋管
点検頻度：年１回以上
点検方法：扉体部品の
清掃・点検等の保守点
検を実施するととも
に、門扉開閉操作によ
る作動確認及び周辺状
況の目視確認を実施す
る。

―
福生排水樋管
点検頻度：年１回以上
点検方法：扉体部品の
清掃・点検等の保守点
検を実施するととも
に、門扉開閉操作によ
る作動確認及び周辺状
況の目視確認を実施す
る。

放流先の水位

中央第２排水区 多摩川１－２ 南田園二丁目 m3/秒 多摩川4.630

中央第１排水区 多摩川１－１ 大字熊川字南 m3/秒 多摩川44.691

多摩川

排水区の名称

多摩川３

多摩川２

加美排水区

本町排水区 13.771

4.841

吐　　　口　　　調　　　書

m3/秒

主要な吐口の位置 放流先の名称 摘 要

m3/秒

計 画 放 流 量

大字福生字河原

北田園二丁目

多摩川
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（第4表－1）
変更なし

延長 点検箇所の数 摘要

（単位：ﾒｰﾄﾙ） （単位：箇所）

福 生 北 部 処 理 分 区 ○ 800 540 ―

羽 村 西 武 蔵 野 台 第 ４ 処 理 分 区 ○ 800 240 ―

福 生 中 部 処 理 分 区 ○ 350 ～ ○ 800 1,920 ―

福 生 南 部 第 １ 処 理 分 区 ○ 350 ～ ○ 800 1,590 ―

福 生 南 部 第 ２ 処 理 分 区 ○ 350 ～ ○ 3,500 4,990 ―

福 生 南 部 第 ３ 処 理 分 区 ○ 800 200 ―

9,480 ―

管　　　渠　　　調　　　書　　　　　（分流式汚水）

合 計

処 理 分 区 の 名 称
主要な管渠の内のり寸法

（単位：ﾐﾘﾒｰﾄﾙ）
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（第4表－2）
上段：変更前
下段：変更後

延長 点検箇所の数 摘要

（単位：ﾒｰﾄﾙ） （単位：箇所）

多 摩 川 第 ７ 排 水 区 ○ 1,500 ～ □ 3,000 × 3,000 540

多 摩 川 第 ８ 排 水 区 ○ 2,000 ～ ○ 3,600 1,160

多 摩 川 第 ９ － １ 排 水 区 ○ 2,200 ～ □ 3,300 × 3,300 190

多 摩 川 第 ９ － ２ 排 水 区 ○ 1,650 ～ ○ 2,000 940

多 摩 川 第 10 排 水 区 ○ 1,800 10

本 町 排 水 区 ○ 1,650 ～ □ 2,850 × 2,850 2,910

加 美 排 水 区 ○ 1,500 ～ □ 5,340 × 3,150 330

中 央 第 １ 排 水 区 ○1,350 ～ □ 6,000 × 3,600 10,880

中 央 第 ２ 排 水 区 ○1,650 ～ ○1,800 410

17,370

管　　　渠　　　調　　　書　　　　　（分流式雨水）

排 水 区 の 名 称
主要な管渠の内のり寸法

（単位：ﾐﾘﾒｰﾄﾙ）

合計
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〔Ⅲ〕福生市公共下水道（多摩川流域多摩川上流処理区関連）

事業計画変更説明書
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1 予定処理区域及びその周辺の地域の地形及び土地の用途 

1.1 地形及び土地の利用状況 

 当市は、西部に多摩川が南南東に流下しており、順に玉川上水、JR 青梅線、JR 八

高線、国道 16 号などがあり、東端に米軍横田基地がある。市街地はこれらの間をぬ

うように細長く発達しており、中心部は JR 青梅線福生駅の周辺である。本市は南北

約 4.5km、東西約 3.5km で、行政面積は令和 6 年に行われた東京都による再計測の

結果 1,018.4ha に変更された。地形は、横田基地と平行に伸びる JR 八高線が本市を

二つに分けており、西部は河岸段丘による崖が多摩川に向かって発達しており、東

部は南東に 2～8％程度の緩い傾斜をなしている。標高は、市北部の武蔵野台地区で

TP 約 143m と最も高く、最低は多摩河原南部で TP 約 104m となっている。また、雨

水管渠の吐口における多摩川の計画高水位は、吐口多摩川 No.2 で TP 約 118m、吐口

多摩川 No.1-1 で約 101m である。 
 本市は、土地利用計画の行政区域 1,018.4ha のうち、約 3 分の 1 に当る 331.7ha が

米軍横田基地である。その他の市街化調整区域は、多摩川河川敷の福生緑地と、市 
の東端にある熊川緑地の計 44.6ha である。残り 642.1ha は市街化区域であり、その

ほぼ全域に市街化が進んでいる。特に加美平、武蔵野台地区及び多摩河原地区にお

いては区画整理事業も完了し、優良な住宅地を形成している。表 1-1 に下水道計画

区域内の土地利用計画を示す。 

表 1-1 下水道計画区域内の土地利用計画 

（昭和56年5月27日決定） （令和6年4月26日決定：東京都告示第588号）

面　　積 構 成 比 面　　積 構 成 比 

 (ha) (％)  (ha) (％)

  第１種低層住居専用地域                        280.90 27.60

  第２種低層住居専用地域                        15.70 1.50

  第１種中高層住居専用地域                        129.60 12.70

  第２種中高層住居専用地域                        30.30 3.00

  第１種住居地域                        42.70 4.20

  第２種住居地域                        10.70 1.00

  準住居地域                        0.20 0.00

  近隣商業地域 41.10 3.90   近隣商業地域                        53.90 5.30

  商業地域 18.60 1.80   商業地域                        21.10 2.10

  準工業地域 40.60 3.90   準工業地域                        45.20 4.40

  工業地域 12.10 1.20   工業地域                        11.80 1.20

  工業専用地域 - -   工業専用地域                        - -

市街化区域   計                     661.40 63.50 市街化区域   計                     642.10 63.00

市街化調整区域 380.00 36.50 市街化調整区域 376.30 37.00

行政区域合計 1,041.40 100.00 行政区域合計 1,018.40 100.00

  住居地域 24.90 2.40

  第２種住居専用地域 154.10 14.80

用 途 地 域 指 定 用 途 地 域 指 定

  第１種住居専用地域 370.00 35.50

 
※市街化調整区域（376.3ha）の面積内訳 

米軍横田基地：331.7 ha 
多摩川河川敷： 39.6 ha 
熊 川 緑 地 ：  5.0 ha 
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1.2 下水の排除方式及びその決定の理由 

本市の下水の排除方式は分流式を採用する。 
なお、分流式の雨水整備は単に浸水対策事業のみに留めることを避け、広い視野

から促進していくことを原則に、以下の基本方針に沿って事業を行う。 
①雨水整備計画は、従来の下水道整備における「雨水は速やかに排除する」という

基本概念を見直し、貯留浸透施設を下水道システムに採り入れた『雨水流出抑制

型下水道』を基本とする。 
②多摩川上流域の雨水整備については、「多摩川流域下水道多摩川上流排水区」とし

て策定する。 
③雨水流出抑制による治水効果とともに、貯留による雨水の再利用や、浸透による

地下水の涵養等、水辺環境効果を積極的に活かしていく。 
④雨水流出抑制事業の推進を図るため、主として屋根排水を対象とした貯留浸透施

設の普及に務める。 
⑤雨水整備は、公費負担を原則とする。 
⑥雨水整備の骨子は次の３本柱による。 

 

 第 1 の柱 ： 浸水の解消 
 
 

・公共下水道管渠整備 
・浸透施設の設置 

 第 2 の柱  ：  雨水の地下浸透 
 
 
 
 

・浸透施設の設置 
    公共施設浸透 
    透水性舗装 
    宅内浸透 
    開発行為浸透 

 第３の柱  ：  雨水の利用 ・ 親しみのある水環境 
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1.3 予定処理区域及びその決定の理由 

1) 予定処理区域及びその決定の理由 
汚水の予定処理区域は、多摩川流域下水道事業計画（多摩川上流処理区）（以下

「上位計画」と呼ぶ。）に整合させ、9 つの処理分区に分けるものとする。 
行政区域面積および市街化区域面積を東京都が計測した面積に整合させるため、

計画区域界の変更はないが計画区域面積を変更した。 
全体計画区域面積は、多摩川河川敷を除く面積である。事業計画区域面積は、

市街化区域面積であり、各処理分区の面積は図上で再計測し合計が 642.10ha とな

るように調整した。 
 

表 1-2 予定処理区域一覧表 

流域下水道

幹　線　名 全体計画 事業計画 全体計画 事業計画

福生中部処理分区 124.40 124.40 118.78 118.78

福生南部第１処理分区 114.12 114.12 109.13 109.13

福生南部第２処理分区 570.83 250.83 562.30 242.30

福生南部第３処理分区 39.76 39.76 37.19 37.19

羽村第６処理分区 7.47 7.47 7.10 7.10

小計 856.58 536.58 834.50 514.50

福生北部処理分区 39.00 27.30 38.65 26.95

羽村西武蔵野台第４処理分区 66.22 66.22 71.41 71.41

小計 105.22 93.52 110.06 98.36

立川第２処理分区 37.50 32.50 33.53 28.53

昭島中部処理分区 0.70 0.70 0.71 0.71

小計 38.20 33.20 34.24 29.24

1,000.00 663.30 978.80 642.10

前回処理区域面積(ha) 今回処理区域面積(ha)

合計

処　理　分　区　名

多摩川上流幹線

羽村幹線

残堀川幹線
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2) 予定排水区域 
雨水の予定排水区は、全体計画で 978.80ha となる。その内 154.10ha については、

流域下水道多摩川上流雨水幹線の創設に伴い流域関連として雨水整備を実施して

おり、流域関連として 7 つの排水区に分けるものとする。また、流域関連を除く

824.70ha については 5 つの排水区に分けるものとする。 
また、処理分区面積と同様に、行政区域面積および市街化区域面積を東京都が

計測した面積に整合させるため、計画区域界の変更はないが計画区域面積を変更

した。 
全体計画区域面積は、多摩川河川敷を除く面積である。事業計画区域面積は、

市街化区域面積であり、各排水区の面積は図上で再計測し合計が 642.10ha となる

ように調整した。 
 

表 1-3 予定排水区域一覧表 

全体計画 事業計画 全体計画 事業計画

多摩川第７排水区 14.00 14.00 14.00 14.00

多摩川第８排水区 35.20 35.20 35.20 35.20

多摩川第９－１排水区 37.90 37.90 37.90 37.90

多摩川第９－２排水区 32.30 32.30 29.40 29.40

多摩川第１０排水区 27.10 27.10 27.30 27.30

多摩川第１１排水区 2.20 2.20 2.40 2.40

多摩川第１２排水区 7.60 7.60 7.90 7.90

小計 156.30 156.30 154.10 154.10

多　　摩　　川 本町排水区 85.30 85.30 87.40 87.40

中央第１排水区 661.63 329.93 646.30 314.60

中央第2排水区 34.67 34.67 33.10 33.10

加美排水区 24.60 24.60 24.60 24.60

小計 806.20 474.50 791.40 459.70

残　　掘　　川 立川第２排水区 37.50 32.50 33.30 28.30

小計 37.50 32.50 33.30 28.30

1,000.00 663.30 978.80 642.10

多摩川上流
雨水幹線

前回排水面積（ha） 今回排水面積（ha）

合計

接続する流域下水
道の幹線名または

放流先の名称
排　水　区　名
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3) 流入区域 
 予定処理区及び排水区に流入する区域は、次表のとおりである。 
 

表 1-4 汚水流入区域の内訳表 

福生北部 羽　村　市 97.37 29.05

瑞　穂　町 50.43 9.94

計 147.80 38.99 11.70 159.50

羽村西武蔵野台第４ 羽　村　市 2.23 － 2.23

福生南部第2 羽　村　市 13.56 13.56

瑞　穂　町 212.94 212.94

武蔵村山市 51.12 51.12

立　川　市 7.29 7.29

計 284.91 284.91 320.00 604.91

434.94 323.90 331.70 766.64合計

他市町からの流入面積（ha） 合　計
（A）+（B）処理分区の名称

市　町　名
流入面積
（A）

内横田基地

福生市内横田
（B）

 
 

表 1-5 雨水流入区域の内訳表 
 

多摩川第７排水区 羽　村　市 36.18  36.18

多摩川第８排水区 〃 151.07  151.07

多摩川第９-１排水区 〃 7.41 7.41

加美排水区 〃 18.57 18.57

本町排水区 羽　村　市 12.08

瑞　穂　町 49.80 9.70

計 61.88  61.88

中央第１排水区 羽　村　市 43.11 42.61

瑞　穂　町 212.94 203.24

武蔵村山市 51.12 51.12

立　川　市 7.29 7.29

計 314.46 304.26 331.70 646.16

合計 589.57 304.26 331.70 921.27

福生市内横田
（B）

合　計
（A）+（B）

他市町からの流入面積（ha）

処理分区の名称 流入面積
（A）

市　町　名 内横田基地
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1.4 管渠の位置の決定の理由 

  汚水、雨水とも管渠の位置は次の事項を考慮し決定する。 

  ① 自然流下で流域下水道幹線又は雨水吐口に排水できること。 

  ② 鉄道や玉川上水等の横断をできるだけ少なく、施工しやすい計画を策定する。 

  ③ 現道に埋設する事を原則に計画を策定する。 
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2 計画下水量及びその算出の根拠 

2.1 人口及び人口密度並びにこれらの推定の根拠 

表 2-1 に国勢調査における本市の人口実績を示したが、平成 7 年（1995）までは

増加傾向を示しているが、近年は減少に転じており、令和 2 年度の国勢調査で

56,414 人となっている。また、直近の過去 5 か年においては、世帯数は増加傾向で

あるが、総人口が減少傾向にあるため、世帯人口は減少傾向にある。 
本市の全体計画目標年次（令和 31 年度）における計画人口は、上位計画と整合を

図り、夜間人口 32,730 人、昼間人口 16,560 人とする。 
また、事業計画目標年次（令和 11 年度）における計画人口は、上位計画と整合を

図り、夜間人口 52,920 人、昼間人口 21,800 人とする。 
 各流域幹線別・処理分区毎の人口は、次表のとおりである。 

 

表 2-1 本市の人口実績（国勢調査） 

調査年（西暦） 世帯数 総人口 世帯人口 調査年（西暦） 世帯数 総人口 世帯人口

大正9年 （1920） 833 5,031 6.04 昭和50年（1975） 14,765 46,457 3.15

大正14年（1925） 978 5,907 6.04 昭和55年（1980） 16,123 48,694 3.02

昭和5年 （1930） 1,024 6,005 5.86 昭和60年（1985） 17,670 51,478 2.91

昭和10年（1935） 1,079 6,370 5.90 平成2年 （1990） 21,533 58,062 2.70

昭和15年（1940） 1,280 7,921 6.19 平成7年 （1995） 24,135 61,469 2.55

昭和19年（1944） 9,918 平成12年（2000） 25,354 61,427 2.42

昭和25年（1950） 2,920 14,669 5.02 平成17年（2005） 27,327 61,074 2.23

昭和30年（1955） 4,137 19,096 4.62 平成22年（2010） 27,045 59,796 2.21

昭和35年（1960） 5,562 21,998 3.95 平成27年（2015） 27,260 58,395 2.14

昭和40年（1965） 8,625 30,790 3.57 令和2年 （2020） 28,148 56,414 2.00

昭和45年（1970） 11,262 37,938 3.37  
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表 2-2 流域幹線別の面積及び人口 

面積 夜間人口 昼間人口 面積 夜間人口 昼間人口

（ha） （人） （人） （ha） （人） （人）

福生中部 118.78 5,990 3,550 118.78 9,690 4,670

福生南部第１ 109.13 6,500 3,610 109.13 10,510 4,750

福生南部第２ 562.30 10,630 5,040 242.30 17,170 6,640

福生南部第３ 37.19 2,280 960 37.19 3,690 1,270

羽村第６ 7.10 380 200 7.10 610 260

小　　計 834.50 25,780 13,360 514.50 41,670 17,590

福生北部 38.65 1,790 900 26.95 2,900 1,180

羽村西武蔵野台第４ 71.41 3,490 1,590 71.41 5,640 2,100

小　　計 110.06 5,280 2,490 98.36 8,540 3,280

立川第２ 33.53 1,630 690 28.53 2,640 910

昭島中部 0.71 40 20 0.71 70 20

小　　計 34.24 1,670 710 29.24 2,710 930

978.80 32,730 16,560 642.10 52,920 21,800

事業計画（令和11年度）

多摩川
上流幹線

羽村幹線

残堀川幹線

合　　　　　　　計

流域幹線名 処理分区の名称

全体計画（令和31年度）

 
※差分の 336.7ha は横田基地（331.7ha）と熊川緑地（5ha）のため、人口は考慮していない。 
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2.2  １人１日最大汚水量、１人当たりの日平均汚水量、１人当たりの時間最大汚水

量、工場排水量、基地排水量、地下水量及びその推定の根拠 

1) 家庭汚水量原単位 
本市の家庭汚水量原単位は、上位計画において、生活汚水量原単位 220 ℓ /人･日、

都市活動汚水量原単位 150 ℓ /人･日と示されており、本市の計画においても、この

計画値を採用する。 
 

表 2-3 家庭汚水量原単位 

 
全体計画 

（令和 31年度） 

事業計画 

（令和 11年度） 

生活汚水量原単位 220 ℓ /人･日 220 ℓ /人･日 

都市活動汚水量原単位 150 ℓ /人･日 150 ℓ /人･日 

 
2) 家庭汚水の時間変動率 
上位計画に合わせ、以下の通り設定した。 

・日最大／日平均     1.56 倍 
・時間最大／日最大    1.50 倍 
 

3) 工場排水量 
本市における工場排水量は、上位計画に合わせ、日平均汚水量を 500m3/日とした。

また、工場排水の時間変動率についても上位計画に合わせ、以下の通り設定した。 
 

・日最大／日平均     1.56 倍 
・時間最大／日最大    2.00 倍 
 

 処理分区毎の工場排水量は、工業面積の比率を基に配分し次表のとおりである。 
 

表 2-4 福生市処理分区別工場排水量（日平均） 
全体計画 事業計画 全体計画 事業計画

（m
3
/日） （m

3
/日） （m

3
/日） （m

3
/日）

羽村第６ 20 20 福生北部 160 160

福生中部 0 0 羽村西武蔵野台第４ 30 30

福生南部第１ 50 50 立川第２ 190 190

福生南部第２ 40 40 昭島中部 0 0

福生南部第３ 10 10 計 500 500

処理分区名 処理分区名
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4) 基地排水量 
横田基地から排出される基地排水量は、上位計画と整合を図り、日平均汚水量と

して福生南部第 2 処理分区へ 5,600 m3/日とした。 
また、基地排水の時間変動率は、上位計画と整合を図り以下の通りと設定した。 
 

・日最大／日平均     1.56 倍 
・時間最大／日最大    1.00 倍 

 
5) 地下水量 
地下水の下水管渠への流入量は、上位計画に合わせ、分流処理区として日最大汚

水量（家庭汚水量＋工場排水量）の 10％を見込むものとする。 
 

6) 計画汚水量 
以上の汚水量をまとめ、表 2-5 に総括表、表 2-6、表 2-7 に処理分区毎の汚水量を

示す。 
 

表 2-5 計画汚水量総括表 

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

羽村第６ 150 230 340 220 320 480

福生中部 2,140 3,190 4,610 3,270 4,850 7,070

福生南部第１ 2,340 3,490 5,080 3,550 5,270 7,720

福生南部第２ 9,220 14,200 16,650 11,160 17,040 20,830

福生南部第３ 750 1,130 1,640 1,170 1,740 2,550

福生北部 800 1,200 1,850 1,130 1,670 2,570

羽村西武蔵野台第４ 1,200 1,800 2,620 1,840 2,730 4,010

小計 16,600 25,240 32,790 22,340 33,620 45,230

立川第２ 760 1,130 1,770 1,050 1,550 2,420

昭島中部 10 30 40 20 30 50

小計 770 1,160 1,810 1,070 1,580 2,470

合計 17,370 26,400 34,600 23,410 35,200 47,700

全体計画（R31） 事業計画（R11）

処理分区名 計画下水量　（m
3
/日）計画下水量　（m

3
/日）
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2.3 降雨量（降雨強度公式を含む）及びその決定の理由 

1) 雨水排水の現況 
      本市における雨水排水は、既設幹線として次の大口径幹線管渠が布設されてい

る。 
・中央 1 号幹線：管径 2000mm～ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ 6000mm×3600mm 
・中央 2 号幹線：管径 1650mm 
・中央 3 号幹線：管径 3500mm の複数面 
・中央 4 号幹線：管径 1650mm～1850mm 
・中央 5 号幹線：管径 1350mm～1800mm 
・中央 6 号幹線：管径 2210mm～2300mm 
・中央 7 号幹線：管径 1500mm 
・本町幹線：管径 2000mm～2800mm 

また、流域下水道雨水幹線として、多摩川上流雨水幹線が布設されている。 
それら幹線は本市をほぼ東西に貫き、多摩川へ放流されている。また、市街地

の雨水は道路側溝や既設管、水路等により多摩川へ自然排水している。 
 

2) 計画雨水流出量の算定公式 
 雨水流出量の算定公式には合理式を採用する。 
 合理式は次式より表される。 

Q＝ 
1

360・C・I・A 

    ここで、Ｑ：雨水流出量（m3/秒） 
        Ｃ：流出係数 
        Ｉ：降雨強度（mm/時） 
        Ａ：排水面積（ha）      
 

3) 降雨強度式 
   東京都区部に用いられている次式を採用する。 

I＝ 
5000
t＋40   （50mm/時）                     

    ここで、Ｉ：降雨強度（mm/時） 
        ｔ：流達時間（分） 
 
  尚、本市の降雨強度式は、昭和 48 年の当初認可申請を行う時に、降雨データを本

市の西北約 2.0km 離れた東京都水道局の羽村取水場における昭和 22 年から昭和 46
年に至る 25 年間のもので検討された。 
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  その結果は、降雨強度公式としてはタルボット型を採用し、解析法としては毎年

最大値を使って岩井法を用いたもので、次表のとおりである。 

表 2-8  確率降雨強度式 

3 年確率 4 年確率 5 年確率 6 年確率 7 年確率 

2930
t＋26  

3670
t＋30  

4280
t＋33  

4660
t＋34  

5030
t＋35  

  

次に 4 年、5 年、6 年確率の降雨強度式から、降雨継続時間に対する降雨強度を算

出し、東京都区部で採用されている 
5000
t＋40  と比較している。 

表 2-9 各継続時間ｔごとの降雨強度         （単位：mm） 

 確 率 年   降雨強度式  ５分  10 分  20 分  30 分  60 分  120 分 

４年確率           
3670
t＋30   104.9   91.8   73.4   61.2   40.8   24.5 

５年  〃 
4280
t＋33   112.6   99.5   80.8   67.9   46.0   28.0 

６年  〃 
4660
t＋34   119.5  105.9   83.6   72.8   49.6   30.3 

東京都区部 
5000
t＋40   111.1  100.0   83.3   71.4   50.0   31.3 

 
 以上、当初認可申請を行う時に算定した式（算定式と呼ぶ）と東京都区部で使わ

れている式（区部式）を比較すると、次のとおりである。 
①  区部式の 60 分降雨強度 50mm は、算定式の 6 年確率降雨強度に相当する。 
② 区部式の短時間降雨強度は、算定式のほぼ 5 年確率降雨強度に相当する。 
③ ①、②より判断すると、本市において区部式はほぼ 5～6 年確率降雨強度式と

考えられる。 
  したがって、本市の下水道計画では東京都区部式を採用する。 
 

4) 流達時間 
 降雨強度式中の流達時間（t）は、地上に降った雨が下水管渠に流入するまでの時

間（流入時間：t1）と、算出しようとする地点まで流下してくるまでの時間（流下時

間：t2）を加えた時間をいい、単位は分で表す。 
本計画では、t1 は 5 分とし、t2 については地表勾配等を勘案し、枝線については想

定される雨水管渠の平均的な流速（仮定流速）、幹線については満管流速を用いて算

定する。 
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2.4 流出係数及びその決定の理由 

 流出係数を決めるに当たっては、「下水道施設計画・設計指針と解説（前編）；

2019 年版」（以下、指針と呼ぶ）を参考とし、工種別基礎流出係数を以下のように定

めた。 

表 2-10  工種別基礎流出係数 

 工  程 
流 出 係 数 

指針値 立川第 2 排水区 その他の排水区 

 道  路 0.80～0.90 0.80 0.85 

 屋  根 0.85～0.95 0.85 0.90 

 間  地 0.10～0.30 0.10 0.20 

※立川第 2 排水区は昭島市公共下水道に流出するため、昭島市の流出係数を定めた。 

 

 上記の数値を用いて用途地域平均流出係数及び排水区別流出係数を算出すると、

表 2-11～表 2-14 のようになる。 
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6
4

0
.
6
6
6

0
.
6
6
6

0
.
6
5

準
住

居
地

域
6
0
％

0
.
8
5
×

0
.
2
＝

0
.
1
7
0

0
.
9
0
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
3
2

0
.
2
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
6
4

0
.
6
6
6

0
.
6
6
6

0
.
6
5

近
隣

商
業

地
域

8
0
％

0
.
8
5
×

0
.
2
＝

0
.
1
7
0

0
.
9
0
×

0
.
8
×

0
.
8
＝

0
.
5
7
6

0
.
2
0
×

0
.
2
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
7
7
8

0
.
7
7
8

0
.
8
0

商
業

地
域

8
0
％

0
.
8
5
×

0
.
2
＝

0
.
1
7
0

0
.
9
0
×

0
.
8
×

0
.
8
＝

0
.
5
7
6

0
.
2
0
×

0
.
2
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
7
7
8

0
.
7
7
8

0
.
8
0

準
工

業
地

域
6
0
％

0
.
8
5
×

0
.
2
＝

0
.
1
7
0

0
.
9
0
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
3
2

0
.
2
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
6
4

0
.
6
6
6

0
.
6
6
6

0
.
6
5

工
業

地
域

6
0
％

0
.
8
5
×

0
.
2
＝

0
.
1
7
0

0
.
9
0
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
3
2

0
.
2
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
6
4

0
.
6
6
6

0
.
6
6
6

0
.
6
5

道
路

屋
根

間
地

合
計

平
均

値
採

用
値

0
.
8
5

0
.
9

0
.
2
0

用
途

地
域

建
ぺ

い
率

第
1
種

低
層

住
居

専
用

地
域

0
.
5
5

第
2
種

低
層

住
居

専
用

地
域

0
.
5
8
2

0
.
5
5

0
.
5
5
4

第
1
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
0
.
6
1
0

0
.
6
0
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表
2-

12
  

用
途
地
域
別
流
出
係
数
（
立
川
第

2
排
水
区
）

 

4
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
2
7
2

0
.
1
0
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
0
4
8

0
.
4
8
0

5
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
5
×

0
.
8
＝

0
.
3
4
0

0
.
1
0
×

0
.
5
×

0
.
8
＝

0
.
0
4
0

0
.
5
4
0

4
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
2
7
2

0
.
1
0
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
0
4
8

0
.
4
8
0

5
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
5
×

0
.
8
＝

0
.
3
4
0

0
.
1
0
×

0
.
5
×

0
.
8
＝

0
.
0
4
0

0
.
5
4
0

5
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
5
×

0
.
8
＝

0
.
3
4
0

0
.
1
0
×

0
.
5
×

0
.
8
＝

0
.
0
4
0

0
.
5
4
0

6
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
0
8

0
.
1
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
6
0
0

第
2
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
6
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
0
8

0
.
1
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
6
0
0

0
.
6
0
0

0
.
6
0

第
1
種

住
居

地
域

6
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
0
8

0
.
1
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
6
0
0

0
.
6
0
0

0
.
6
0

第
2
種

住
居

地
域

6
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
0
8

0
.
1
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
6
0
0

0
.
6
0
0

0
.
6
0

準
住

居
地

域
6
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
0
8

0
.
1
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
6
0
0

0
.
6
0
0

0
.
6
0

近
隣

商
業

地
域

8
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
8
×

0
.
8
＝

0
.
5
4
4

0
.
1
0
×

0
.
2
×

0
.
8
＝

0
.
0
1
6

0
.
7
2
0

0
.
7
2
0

0
.
7
0

商
業

地
域

8
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
8
×

0
.
8
＝

0
.
5
4
4

0
.
1
0
×

0
.
2
×

0
.
8
＝

0
.
0
1
6

0
.
7
2
0

0
.
7
2
0

0
.
7
0

準
工

業
地

域
6
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
0
8

0
.
1
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
6
0
0

0
.
6
0
0

0
.
6
0

工
業

地
域

6
0
％

0
.
8
0
×

0
.
2
＝

0
.
1
6
0

0
.
8
5
×

0
.
6
×

0
.
8
＝

0
.
4
0
8

0
.
1
0
×

0
.
4
×

0
.
8
＝

0
.
0
3
2

0
.
6
0
0

0
.
6
0
0

0
.
6
0

第
1
種

中
高

層
住

居
専

用
地

域
0
.
5
7
0

0
.
5
5

第
1
種

低
層

住
居

専
用

地
域

0
.
5
0

第
2
種

低
層

住
居

専
用

地
域

0
.
5
1
0

0
.
5
0

0
.
5
1
0

道
路

屋
根

間
地

合
計

平
均

値
採

用
値

0
.
8
0

0
.
8
5

0
.
1
0

用
途

地
域

建
ぺ

い
率
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表
2-

13
  

中
央
・
加
美
・
本
町
・
多
摩
川
上
流
排
水
区
の
排
水
区
別
平
均
流
出
係
数

 

上
段
：
用
途

面
積

下
段
：
換
算

面
積

第
１
種

第
２
種

第
１
種

中
第
２
種
中

第
１

種
第
２

種
平

　
均

低
層
住

専
低
層
住

専
高
層
住

専
高
層
住
専

住
　

居
住
　

居
流

　
出

用
途
別

基
礎
流
出

係
数

0.
5
5

0.
5
5

0.
6
0

0.
65

0
.
65

0
.
65

0
.
65

0
.8
0

0
.8
0

0
.6
5

0
.6
5

係
　
数

中
央
第

1排
水
区
・
中

央
第
2
排
水
区

19
2.
8
0

7.
2
0

6
7.
9
0

1
5.
00

27
.
30

11
.
30

0
.
10

29
.5
0

4
.0
0

9
.5
0

3
64
.
6

10
6.
0
4

3.
9
6

4
0.
7
4

9.
75

17
.
75

7
.
35

0
.
07

23
.6
0

3
.2
0

6
.1
8

21
8.
6
4

加
美
排

水
区

1
5.
3
0

2.
7
0

0
.
20

3
.
70

2
.7
0

24
.
6

8.
4
2

1.
6
2

0
.
13

2
.
41

1
.7
6

1
4.
3
4

本
町
排

水
区

2
9.
9
0

6.
2
0

1
0.
6
0

3.
90

4
.
50

15
.0
0

13
.7
0

1
.5
0

85
.
3

1
6.
4
5

3.
4
1

6.
3
6

2.
54

2
.
93

12
.0
0

10
.9
6

0
.9
8

5
5.
6
3

多
摩
川

上
流
雨
水

幹
線
系
各

排
水
区

※
換
算

面
積
＝
用

途
別
基
礎

流
出
係

数
×
用
途

面
積

※
中
央
第
1
排
水

区
・
中
央

第
2
排
水
区
の

既
計
画
値

そ
の

1：
0
.
65

1・
6
・
7
・
8
・
9
号
幹
線

集
水
区
域

※
平
均

流
出
係
数

＝
換
算
面

積
÷
用

途
面
積

そ
の

2：
0
.
65

中
央
4
号
幹
線
集

水
区
域

※
横
田

基
地
面
積

（
3
31
.7
h
a）

を
除
く

そ
の

3：
0
.
55

中
央
2
・
3
・
5号

幹
線
集

水
区
域

※
「
多
摩

川
流
域
下

水
道
多
摩

川
上
流
雨

水
幹
線
計

画
」
よ

り
，
右
記

の
と
お
り

と
す
る

0
.6
0

0
.
60
0

※
既

計
画

値
を

採
用

0
.
58
3

0
.6
0

0
.
65
2

0
.6
5

用
途

地
域

準
 住

 
居

近
隣
商
業

商
　

 業
準
 
工
 
業

工
　
 
業

計
採

用
値
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表
2-

14
  

立
川
第

2
排
水
区
の
平
均
流
出
係
数

 

上
段

：
用
途

面
積

下
段

：
換
算

面
積

第
１

種
第

２
種

第
１

種
中

第
２

種
中

第
１
種

第
２

種
平
　

均

低
層

住
専

低
層
住

専
高
層

住
専

高
層

住
専

住
　
居

住
　

居
流
　

出

用
途
別

基
礎
流

出
係
数

0
.
5
0

0
.5
0

0
.
5
5

0
.
60

0.
6
0

0
.
6
0

0
.
60

0
.
7
0

0
.
7
0

0
.6
0

0
.
6
0

0
.
20

係
　

数

立
川
第

2
排
水

区
9
.
7
0

0
.
9
0

2
1
.9
0

5
.
00

3
7.
5
0

4
.
8
5

0
.
5
0

1
3
.1
4

1
.
00

1
9.
4
9

※
換
算

面
積
＝

用
途
別

基
礎
流

出
係
数

×
用
途

面
積

※
平
均

流
出
係

数
＝
換

算
面
積

÷
用
途

面
積

計
採

用
値

0
.
5
2
0

0
.
50

用
途

地
域

準
 
住
 
居

近
隣
商

業
商

　
 
業

準
 
工
 
業

工
　

 
業

無
指

定
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2.5 計画雨水量  

 各排水区別の雨水流出量を次表に示す。 
 

表 2-15 計画雨水量表                         
排　水　面　積 （ha）

多摩川第7 50.18 14.00 36.18 5.677 多摩川上流雨水幹線

多摩川第8 186.27 35.20 151.07 21.483 〃

多摩川第9-1 45.31 37.90 7.41 6.070 〃

多摩川第9-2 29.40 29.40 4.070 〃

多摩川第10 27.30 27.30 4.038 〃

多摩川第11 2.40 2.40 0.392 〃

多摩川第12 7.90 7.90 1.179 〃

加　　　美 43.17 24.60 18.57 4.841 多摩川（吐口No.3）

本　　　町 149.28 87.40 61.88 13.771 　　〃　（吐口No.2）

中 央 第 1 960.76 646.30 314.46 44.691 　　　〃　（吐口No.1-1）

中 央 第 2 33.10 33.10 4.739 　　　〃　（吐口No.1-2）

立 川 第 2 33.30 33.30 4.471 残 堀 川

合　　　計 1,568.37 978.80 589.57 112.047

接続する流域幹線
及び放流先の名称

排水区名 計画排水
区域計

福生市内
排水区域

他市町より
の流入

計画雨水量
（m3/秒）

 

注 1）本町、中央第 1 排水区は横田基地の雨水を含む。 

 2）立川第 2 排水区は昭島市公共下水道に流出。 
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3 流域関連公共下水道から流域下水道に流入する下水の予定水質並びに

その推定の根拠 

 
3.1 一般家庭下水の予定水質、汚濁負荷量及びその推定の根拠 

予定水質は、流総計画値を採用し、一般家庭下水の汚濁負荷量を計算すると、表

3-1 の通りとなる。また、日平均計画汚水量は、生活+都市活動汚水量である。 
流総計画の予定水質は、BOD：170mg/ℓ 、SS：160 mg/ℓ である。 

 
表 3-1  一般家庭下水の予定水質及び汚濁負荷量（全体計画） 

日平均計画汚水量（m
3
/日） 汚濁負荷量（㎏/日）

全体計画 事業計画 全体計画 事業計画

（R31年度） （R11年度） （R31年度） （R11年度）

BOD 170 9,680 14,910 1,646 2,535

S　S 160 9,680 14,910 1,549 2,386

項　目
予定水質
（㎎/ℓ）

 
 
3.2 工場排水の予定水質及び汚濁負荷量その推定の根拠並びに工場排水と一般家庭

下水との合併処理に関する検討 

 本市には大規模な工場はなく、また特に悪質な排水は出していないので、原則と

して合併処理とする。また、今後公共下水道に流入させるにあたっては、個々に検

討し、指導していく方針である。 
 
3.3 除害施設設置基準及びその決定の理由 

 下水道法及び同法施行令の改正（昭和 52 年 5 月 1 日施行）により、除害施設の設

置基準等についての規定が改正された。本市においてはこの下水道法改正の本旨に

遵守して、本市下水道条例を改正し、以後除害施設について指導を強化し、維持管

理の適正を計っている。 

33



 

4 横田基地の下水排除について 

  
本市の下水道予定処理区域は、978.80 ﾍｸﾀｰﾙであり、このうち基地が占める割合は

全体の約 1/3 に当たる 331.70 ﾍｸﾀｰﾙである。 
 ここで基地内の排水設備及び下水管のルートの詳細を知る事は困難であるが、本

市市街地への流出箇所及び流出係数、汚水量実績等がわかる事より、本計画の施設

設計については、区域外流入区域として考えるものとする。 
 
4.1 予定処理区域 

1) 予定処理区 
 基地内の行政区分は表 4-1 に示すように、1 町 4 市に分けられている。また、流域

下水道幹線別では多摩川上流幹線、残堀川幹線系統に分けられる。 
 そのうち、多摩川上流幹線系統は、すべて福生市の 2 つの幹線（北部幹線、南部 4
号幹線）を通り流域幹線へ流出している。 
 

                       表 4-1  横田基地の面積及び内訳 

瑞  穂  町 212.94

羽  村  市 42.61

立  川  市 7.29

武蔵村山市 51.12

福  生  市 331.70

645.66合　　　計

面　積
（ha）

基地名 市  町  名

横
田
基
地
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2) 横田基地からの排水量実績 
  横田基地からの排水量の実績は、以下のとおりである。  
 

表 4-2  横田基地からの実績排水量 
H27 H28 H29 H30 R1

福生市 2,725,924 2,141,450 1,672,067 1,946,478 1,784,018

武蔵村山市 392,014 404,443 372,989 412,648 425,102

①合計（m3） 3,117,938 2,545,893 2,045,056 2,359,126 2,209,120

②日数（日） 365 366 365 365 365

8,542 6,956 5,603 6,463 6,052③日平均
（m3/日）
（①/②） 6,700  

 
3) 計画汚水量 
上位計画に合わせ、その他水量として横田基地からの水量を見込む。表 4-3 に市

別の横田基地の汚水量を示す。 
 

表 4-3 横田基地の計画汚水量 

(m3/日）

日平均 日最大 時間最大 日平均 日最大 時間最大

福　生　市 5,600 8,800 8,800 5,600 8,800 8,800

武蔵村山市 1,100 1,700 1,700 1,100 1,700 1,700

合計 6,700 10,500 10,500 6,700 10,500 10,500

市町名
全体計画（R31年度） 事業計画（R11年度）

 
 

 なお、福生市分は、福生南部第 2 処理分区へ流入するものとする。 
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4.2 予定排水区域 

1) 予定排水区域 
基地内の行政区分は、汚水計画と同じく、4 市 1 町に分かれている。 また、基地

内を流出系統ごとに A～D の 4 地区に分けている。各排水区域が接続する幹線名称

を表 4-4 に示す。 

表 4-4 横田基地内排水区域と接続幹線 

地 区 名 福 生 市 瑞 穂 町 羽 村 市 立 川 市 武蔵村山市 合   計 接続幹線名

A地区 67.30 － 13.48 － － 80.78 中央6号幹線

B地区 54.90 － 4.63 － － 59.53 中央1号幹線

C地区 11.70 9.70 24.50 － － 45.90 中央7号幹線

小　計 133.90 9.70 42.61 － － 186.21

D地区 197.80 203.24 － 7.29 51.12 459.45 中央3号幹線

合　計 331.70 212.94 42.61 7.29 51.12 645.66  
2) 流出係数 

A～D 地区の流出係数を表 4-5 に示す。 

表 4-5 横田基地の流出係数 

 A 地区 B 地区 C 地区 D 地区 

流 出 係 数 0.61 0.63 0.44 0.38 

 
 

3) 計画雨水量 
 表 4-6 に幹線毎の基地雨水流入一覧表を示す。 

表 4-6 幹線毎の基地雨水流入一覧表 

幹 線 名 称 面積（ha） 流出係数 距離（m） 水量（m3/秒） 備 考 

中央 1 号幹線   63.78 0.63 2,040      6.911 B 地区 

中央 3 号幹線   399.01 0.38 6,455     17.514 D 地区 

中央 6 号幹線   148.57 0.61 4,334      8.643 A 地区 

中央 7 号幹線    51.25 0.44 1,699      3.583 C 地区 

合    計   662.61 － －     36.651  
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5 下水の放流先の状況 

5.1 下水の放流先の平水位及び低水位、低水量の現状及び将来の見通し並びに名称 

本市の雨水は、大部分が直接多摩川へ放流されている。そのうち、多摩川流域排

水区域（分流式雨水）については、多摩川流域雨水幹線を経て多摩川へ放流されて

いる。立川第 2 排水区の雨水は、昭島市を経て残堀川へ放流されている。 
多摩川の平水位及び低水位を表 5-1 に、多摩川の計画縦断高を表 5-2 に示す。 

表 5-1 多摩川の平水位及び低水位 

河口からの距離 47.8km－30m 51.6km＋27m

目　標　位　置 昭和用水堰 永田橋

平　  水  　位 約62cm 約66cm

低    水    位 54cm 52cm

渇    水    量 0.82m
3
/s 0.42m

3
/s  

表 5-2 多摩川の計画縦断高 

河口からの距離 52.2km＋80m 51.0km＋50m 48.4km

位　　　　　置 かに坂公園 旧都道166号線 福生団地西

基　　準　　高 A・P T・P A・P T・P A・P T・P

計 画 築 堰 高 120.803 119.669 115.253 114.119 103.707 102.573

計画高水位高 119.303 118.169 113.753 112.619 102.207 101.073

計画河川敷高 116.303 115.169 110.753 109.619 99.207 98.073

計 画 河 床 高 114.303 113.169 108.753 107.619 97.207 96.073  
 

5.2 下水の放流先の現状水質及び測定時の流量並びに水質環境基準の類型 

本市の汚水は、すべて多摩川上流流域下水道の流域関連公共下水道として、昭島

市に建設された同事業終末処理場（多摩川上流水再生センター）で処理され多摩川

へ放流される。表 5-3 に多摩川の環境基準の目標値を示す。 

表 5-3 多摩川の水質環境基準 

多摩川上流 多摩川上流 多摩川中・下流

和田橋より上流 和田橋～拝島橋 拝島橋より下流

目　　標 AA A B

目標水質 BOD 1mg/ℓ以下 BOD 2mg/ℓ以下 BOD 3mg/ℓ以下

達成期間 イ ハ イ  
ここで達成期間は、 （イ）直ちに達成 

    （ロ）5 年以内で可及的すみやかに達成 

    （ハ）5 年を超える期間で可及的すみやかに達成 
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6 毎会計年度の工事費の予定額及びその予定財源 
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7 その他の書類 

7.1 施設の設置に関する方針・施設の機能の維持に関する方針 

【様式 1】施設の設置に関する方針 

現在 中期目標

（令和6年度
末）

（令和11年
度末）

49% 50% 100%

(313.0ha) (320.0ha) (642.1ha)

汚水処理

66.3m 0m 0m 市内全域
ストックマネ
ジメント事業

106箇所

浸水対策

既存管等のストック

を活用し、効率的な
整備を図る。

0箇所 0箇所 市内全域
ストックマネ
ジメント事業

事業の重点化・効率
化の方針

中期目標を達
成するための
主要な事業

備考

整備水準

長期目標指標等

耐震化
災害時に
おける機
能確保率

主要な管渠

整備目標50mm/h

主要な
施策

管路施設
(管渠)

管路施設
(マンホー

ル)

緊急度Ⅰの
延長

緊急度Ⅰの
箇所数

100% 100% 100% 市内全域

本町排水区雨
水整備事業
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【様式 2】施設の方針 
a） 主要な施設に係る主要な措置 

ⅰ）劣化・損傷を把握するための点検・調査の頻度 
主要な施設 点検・調査の頻度 

管渠施設 ・点検は 1 回／20 年の頻度で実施。 
・点検で異常を確認した場合には調査を実施。 

   
ⅱ）診断結果を踏まえた修繕・改築の判断基準 

主要な施設 修繕・改築の判断基準 
管渠施設 汚水管についてはストックマネジメント基本計画に基づ

き、緊急度Ⅰ・Ⅱのものを修繕・改築等の対象とする。 
雨水管については、施設の重要度に応じ、対応が必要な

ものを修繕・改築等の対象とする。 
  
 ⅲ）改築事業の概要（令和 8 年度～令和 11 年度） 

主要な施設 改築事業の概要 
管渠施設 延長：概ね 13km 
 
b)施設の長期的な改築の需要見通し 

改築の需要見通し 
（年当たりの概ねの事業規模の

試算） 
試算年次 試算の前提条件 

年当たり概ね 2.8 億円 概ね 100 年後 段階的に投資額（改築事業費

（全て含む））を増資し改築した

場合。（汚水のみ） 
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